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   第１章 総 則 

 （名 称） 

第１条  本学は，名古屋文理大学と称する。 

  （目 的） 

第２条 本学は，教育基本法ならびに学校教育法に基づき，かつ自由と責任を重ん 

 ずる立学の精神に則って，幅広い教養を養成し，健康生活学，情報メディア学に

関する教育研究を行い，もって学識深く心身健全にして社会有為な人材の育成を

目的とし，学術の振興と科学文化の増進に寄与し，ひいては国家の発展と世界平

和の実現に貢献することを使命とする。 

 （自己評価等） 

第３条 本学は，教育水準の向上を図り，前条の目的および社会的使命を達成する 

 ため，教育研究活動等の状況について自ら点検および評価を行う。 

２  前項の点検および評価を行うにあたっての項目の設定･実施体制等については, 

 別に定める。 

   第２章 学部，学科とその教育研究上の目的および収容定員 

 （学部，学科と教育研究上の目的） 

第４条 本学に次の学部および学科を置く。 

   健康生活学部 健康栄養学科 

          フードビジネス学科 

   情報メディア学部 情報メディア学科 

２ 前項の各学部・学科の人材の養成に関する目的とその他の教育研究上の目的は

下記の通りとする。 

  健康生活学部 

   健康生活学部は，人々が心身ともに健康で“質の高い生活”を送るために必

要な知識と見識を備え，食と栄養に関わる様々な課題に科学的に取り組み，問

題解決を図ることのできる人材を育成する。 

  健康栄養学科 

   健康栄養学科は，人々の健康の維持・増進，疾病の予防と治療を目的として，  

様々なライフステージや臨床的要請に対応した栄養学の幅広い知識と技術を

身につけ，的確な指導と教育を通して人々の健康な生活に貢献しうる管理栄養

士を育成する。 

  フードビジネス学科 

   フードビジネス学科は，食品の製造－流通－消費の過程に関わる知識や，多

様な食生活や食文化に関わる幅広い知識を学修し，高度な専門知識を備えた人
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材となるため体系的にフードビジネスの専門知識を身につけ，食品製造業，食

品流通業，外食産業などのフードビジネスの各分野で活躍できる応用力，実践

力のある人材を育成する。 

  情報メディア学部 

   情報メディア学部は，情報の持つ社会的役割を多面的に教育研究し，情報社

会で不可欠な情報システムやネットワークに関する知識と技術を身につけ，情

報活用能力，コミュニケーション能力，創作能力を磨き，社会で実践的な活動

ができる人材を育成する。 

  情報メディア学科 

   情報メディア学科は，幅広い情報を自在に取り扱える能力を身につけ，社会

で求められる問題解決能力，企画・立案能力，文化創造力を養う。情報システ

ムの仕組みや特性を理解し，それらが持つ文化・社会への影響に十分配慮しな

がら，情報システムの構築やコンテンツの創造，企画・コミュニケーションに

関わる総合的な能力の育成をめざす。 

  （収容定員） 

第５条 前条の学部学科の収容定員は，次の通りとする。 

 

 

 

 

 

       

 

     第３章 学年，学期および休業日 

 （学 年） 

第６条 学年は 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終る。 

 （学 期） 

第７条 学年を分けて次の２学期とする。 

    前学期  4 月 1 日から 9 月 30 日まで 

    後学期  10 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで 

２ 学長は, 学期の授業期間を変更することができる。 

 （休業日） 

第８条 休業日は次の通りとする。 

    日曜日 

    国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日 

    学園創立記念日 11 月 8 日 

    夏期休業日   8 月 １日から 8 月 31 日まで 

    冬期休業日    12 月 26 日から翌年 1 月 7 日まで 

    春期休業日   3 月 26 日から 3 月 31 日まで 

２  学長は, 前項の休業日を変更することができる。 

３ 第１項に定めるもののほか，学長は臨時の休業日を定めることができる。 

      第４章 教育課程および単位の認定 

 （修業年限） 

第９条 修業年限は４年とする｡ 

２ 学生は８年を超えて在学することができない。ただし，第 37 条第１項の規定に 

 より入学した学生は，在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学するこ 

 とができない。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

（３年次） 
収容定員 

健康生活学部 
健康栄養学科       ８０ ２ ３２４ 

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科       ７０ ―  ２８０ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学部 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 １２０ ２  ４８４ 

合  計 ２７０ ４ １０８８ 

学則 - 3



３ 前項の規定にかかわらず，在学年限を超えて在学を希望する者があるときは， 

教授会において学習意欲等を総合的に審議し，学長は在学の延長を認めることが 

ある。 

４ 本学の学部に３年以上在学した者が，卒業要件単位を優秀な成績で修得し，別 

に定める基準をみたしたと認める場合には，第１項の規定にかかわらず，その卒

業を認めることができる。 

  （授業科目の区分） 

第 10 条 授業科目を分けて，基礎教育科目，および専門教育科目とする。 

２  授業科目の種類・単位数は，別表第一および第二の通りとする。   

  （授業の方法） 

第 10 条の 2  授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより実施

するものとする。 

２ 前項の授業は，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外

の場所で履修させることができる。 

３ 第２項の規定による方法で履修し修得した単位は，60 単位を超えない範囲で卒

業要件として認定することができる。 

 （教職課程） 

第 11 条 前条に定めるもののほか教職課程に関する科目を置く。 

２ 授業科目の種類，単位数は別表第三の通りとする。 

 （履修すべき授業科目および修得すべき単位数） 

第 12 条 修業年限は４年であるがその間に履修すべき授業科目および修得すべき

単位数の最低限度は次の通り 124 単位とする。 

 (１) 健康生活学部 

        健康栄養学科・フードビジネス学科 

   ① 基礎教育科目は必修科目を含めて 30 単位以上 

   ② 専門教育科目は必修科目を含めて 82 単位以上 

   ③ 基礎教育科目，専門教育科目から 12 単位以上 

 (２) 情報メディア学部 

    情報メディア学科 

   ① 基礎教育科目は必修科目を含めて 36 単位 

   ② 専門教育科目 36 単位 

   ③ 基礎教育科目，専門教育科目から 52 単位以上 

２ 健康生活学部フードビジネス学科の専門教育科目の単位数には，情報メディア

学部情報メディア学科において履修した専門教育科目について修得した単位数

を 12 単位を限度として含めることができる。 

３ 情報メディア学部情報メディア学科の専門教育科目の単位数には，健康生活学

部フードビジネス学科において履修した専門教育科目について修得した単位数

を 12 単位を限度として含めることができる。 

  （進級の取扱い） 

第 12 条の 2  学生が３年次に進級するためには, ２年次後期終了時に各学科とも

定められた単位数を修得するとともに，各学科ともＧＰＡが定められた基準以上

でなければならない。 

２ 進級に関して必要な事項は別に定める。 

  （一年間の授業期間） 

第 13 条  １年間の授業を行う期間は定期試験等の期間を含め 35 週を原則とする。 

 

 （他大学または短期大学における授業科目の履修） 
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第 14 条  教育上有益と認めるときは，他の大学または短期大学との協議に基づき， 

 学生が当該大学または短期大学において履修した授業科目について修得した単位 

 を，30 単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものと 

 みなすことができる。 

２  前項の規定は，本学の承認を受けて学生が外国の大学または短期大学に留学す 

 る場合に準用する。 

  （大学および短期大学以外の教育施設における学修） 

第 15 条 教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学の専攻科または高等専

門学校の専攻科における学修，その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学に

おける授業科目の履修とみなし，本学の定めるところにより単位を与えること

ができる。 

２ 前項により与えることのできる単位数は，前条第１項により本学において修得 

 したものとみなす単位数と合わせて 30 単位を超えないものとする。 

  （入学前の既修得単位等の認定） 

第 16 条 教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に他の大学または 

短期大学において履修した授業科目について修得した単位（第 49 条により修得

した単位を含む）を，本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修

得したものとみなすことができる。 

２ 教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に行った短期大学の専攻 

 科または高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学 

 修を,本学における授業科目の履修とみなし，本学の定めるところにより単位を 

 与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし，または与えることができる単位数は，編 

 入学の場合を除き，本学において修得した単位以外のものについては，合わせて 

 30 単位を超えないものとする。   

４  前３項の規定により単位の認定を行った場合においても，修業年限の短縮は行 

 わない。 

  （単位の計算） 

第 17 条 各授業科目の単位数は１単位の履修時間を教室内および教室外を合わせ 

て 45 時間とし，次の基準により計算するものとする。 

(１) 講義および演習については 15 時間から 30 時間までの範囲で本学が定める 

  時間の授業をもって１単位とする。 

 (２) 実験・実習および実技については 30 時間から 45 時間までの範囲で本学が

定める時間の授業をもって１単位とする。 

   第５章 入学，試験および卒業 

  （入学の時期） 

第 18 条 入学の時期は学年の始めとする。ただし，情報メディア学部については，

学年の途中においても学期の区分に従い入学させることができる。 

  （入学資格） 

第 19 条 本学に入学することのできる者は，次の各項の一に該当する者とする。 

 １．高等学校を卒業した者 

 ２．通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によ 

  りこれに相当する学校教育を修了した者を含む） 

 ３．学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校卒業者と同等以上の学力  

があると認められる者 

  （入学者の選考） 

第 20 条  入学志願者については別に定めるところにより選考を行う。 
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  （入学手続および入学許可） 

第 21 条  前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の期日までに 

本学所定の手続を行う。 

２ 学長は前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

  （試験） 

第 22 条 試験は通常毎学期末において実施する。 

２ 試験について必要な事項は別に定める。 

  （学修の評価） 

第 23 条 授業科目の成績は試験その他の成績により担当教員が判定する。 

２ 成績判定はＡ＋(100～90 点)・Ａ(89～80 点)・Ｂ(79～70 点)・Ｃ(69～60 点)・

Ｄ(60 点未満)・Ｏ(認定)・Ｘ(不認定)の評価で表し，Ａ＋・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｏを合

格，Ｄ・Ｘを不合格とする。 

３ やむを得ぬ事情で前条の試験を受けなかった者には，教授会の議を経て学長が 

 承認したときに追試験を行うことがある。 

４ 不合格科目については一定期間を経た後，再試験を行うことができる。 

５ 学修の評価に関して必要な事項は別に定める。 

 （卒 業） 

第 24 条 ４年以上在学し第 12 条に定める授業科目および単位数を修得した者につ 

 いては，教授会の議を経て学長が卒業を認定する。 

２ 本学に３年以上在学した者で，卒業単位を優秀な成績で修得したと認める者に 

は，別に定める規定によりその卒業を認定することができる。 

３ 学長は卒業を認定した者に対して学位記を授与する。 

  （学士の学位） 

第 25 条 前条により卒業した者には，学士の学位を授与する。 

２ 学士の名称は，次に定める区分とする。 

  健 康 生 活 学 部 健 康 栄 養 学 科  学士（栄養学） 

            フードビジネス学科  学士（フードビジネス学） 

  情報メディア学部 情報メディア学科   学士（情報メディア学） 

 （教育職員免許状取得） 

第 26 条 教育職員免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法（昭和 24 年 5

月 31 日 法律第 147 号）および教育職員免許法施行規則（昭和 29 年 10 月 27 日 

文部省令 第 26 号）に定めるほか，所要の単位を修得しなければならない。 

２ 本学において取得できる教育職員免許状の種類は次の通りとする。 

   健 康 生 活 学 部  健 康 栄 養 学 科  栄養教諭一種免許状 

情報メディア学部  情報メディア学科    高等学校教諭一種免許状（情報） 

 （栄養士の資格および管理栄養士国家試験受験資格ならびに，食品衛生管理者・  

食品衛生監視員の任用資格） 

第 27 条 栄養士法第２条第１項の規定に基づく栄養士の免許を得ようとする者お

よび栄養士法第５条の３第４号の規定に基づく管理栄養士国家試験の受験資格

を得ようとする者は，健康生活学部健康栄養学科に在籍し，栄養士法施行令，栄

養士法施行規則および管理栄養士学校指定規則に定める授業科目および単位数

を修得しなければならない。管理栄養士養成に関する細則は別に定める。 

  また，食品衛生管理者および食品衛生監視員の任用資格を得るには，同学科に 

在籍し，食品衛生法施行規則に定める別表一の一の授業科目および単位数を修得 

しなければならない。 

 

    第６章 休学,復学,留学,退学,再入学,転学,転入学,編入学,転学部・転学科お
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よび除籍 

  （休 学） 

第 28 条 疾病その他やむを得ない事由により１学期以上休学しようとするときは

その事由を具し，学部長を経て学長に願い出て許可を得なければならない。ただ

し，疾病の場合は医師の診断書の添付を必要とする。 

  （休学の命令） 

第 29 条 疾病の種類によっては休学を命ずることがある。 

  （休学の期間） 

第 30 条 休学の期間は１年を超えることができない。ただし，特別の事由がある

場合は引き続き更に延長することができる。 

２ 休学の期間は通算して４年を超えることができない。 

３ 休学の期間はこれを在学期間に算入しない。 

  （復 学） 

第 31 条 休学中の者にしてその事由がやみ復学しようとするときは，学部長を経

て学長に願い出て許可を得なければならない。 

 （留 学） 

第 32 条 外国の大学に留学を志望する者は，学部長を経て学長に願い出て許可を 

得なければならない。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は，第 24 条に定める在学期間に含めることが

できる。 

  （退 学） 

第 33 条 退学しようとする者は，その理由を添えて，学部長を経て学長に願い出

て許可を得なければならない。 

  （再入学） 

第 34 条 退学した者で，再入学を願い出た者は，選考の上許可することがある。   

（転 学） 

第 35 条 他の大学の入学試験に応じまたは転学しようとする者は，その事由を添

えて，学部長を経て学長に願い出て許可を得なければならない。 

 （転入学） 

第 36 条 本学に転入学を志願する者があるときは，欠員のある場合に限り選考の

上転入学を許可する。 

２ 転入学に関して必要な事項は別に定める。 

  （編入学） 

第 37 条 本学に編入学を志願する者があるときは，選考の上３年次に入学を許可

する。 

２ 編入学できる者は，次の各号の一に該当するものとする。 

 (１)  大学を卒業した者または大学に２年以上在籍し所定の単位を修得した者 

 (２)  短期大学を卒業した者 

 (３)  高等専門学校を卒業した者 

 (４)  外国の大学，短期大学を卒業または大学に２年以上在籍し所定の単位を修 

   得した者 

  (５)  専修学校の専門課程（修業年限が２年以上でありかつ課程の修了に必要な   

総時間数が１７００時間以上であるものに限る）を修了した者  

３ 編入学に関して必要な事項は別に定める。 

 

（転学部・転学科） 

第 38 条 学生が本学の他の学部・学科への転学部・転学科を志願するときは，選
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考の上教授会の議を経て学長が許可することがある。 

２ 転学部・転学科に関して必要な事項は別に定める。 

 （除 籍） 

第 39 条 次の各号の一に該当する者は，教授会の議を経て学長が除籍する。 

 (１)  第９条に定める在学期間を超えた者 

 (２)  第 30 条に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

 (３)  授業料等の納付を怠り，督促してもなお納付しない者 

 (４)  長期にわたり行方不明の者 

     第７章 授業料，入学金および検定料 

  （授業料等） 

第 40 条 授業料等は，別に定める金額を毎年前後２期に分けて徴収する。     

２ 徴収時期は前期分（４月～９月の分）は４月中，後期分（10 月～翌年３月の分） 

 は 10 月中とし，それぞれ年額の２分の１を徴収する。 

（退学，停学，休学時の授業料等） 

第 41 条 退学の場合は該当期分の授業料等を徴収する。 

２ 停学を命ぜられたときはその期間中も授業料等を徴収する。 

３ 休学の期間は授業料等を徴収しない。 

４ 休学の期間の在籍料は別に定める。 

（授業料未納時の扱い） 

第 42 条 授業料等を所定の期間内に納めないときは，講義その他の課程に出席し

または図書の閲覧・学内施設を利用することができない。 

（入学検定料および入学金） 

第 43 条 入学志願者は, 別に定める検定料を納めなければならない。 

２ 入学手続きにあたっては, 別に定める入学金を納めなければならない。 

 （入学金・授業料等の扱い） 

第 44 条 既納の入学金・授業料等は返付しない。ただし, 入学手続き後本学所定の

期日までに入学辞退を申し出た者については, 入学金を除く学納金を返付するこ

とがある。 

   第８章 職員組織 

 （職 員） 

第 45 条  本学に次の職員を置く。 

    学  長 

    副 学 長 

    教  授 

    准 教 授 

    助  教 

    助  手 

    講  師 

    事務職員 

    技術職員 

    そ の 他 

２ 職員に関する規定は別に定める。 

  （事務部等） 

第 46 条  本学に事務部および教学部を置く。 

 

      第９章 教授会 

  （教授会の構成） 
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第 47 条  各学部の教授会は，学長および専任の教授・准教授をもって組織し，必

要に応じて専任の助教その他の職員を加えることができる。 

２ 学長は教授会を召集しその議長となる。ただし，学長に支障があるときは副学

長が議長となる。 

３ 教授会の運営に関する事項は別に定める。 

  （教授会の審議事項） 

第 48 条  教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うにあたり意見を述

べるものとする。 

（１）学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

（２）学位の授与に関する事項 

（３）教育研究の基本方針に関する事項 

（４）教育課程の編成に関する事項 

（５）学術研究の推進に関する事項 

（６）学生の資格認定および身分に関する事項 

（７）学生の厚生補導および賞罰に関する事項 

（８）学則その他重要な規則等の制定および改廃に関する事項 

   第 10 章 科目等履修生，聴講生，外国人留学生，および長期履修学生 

 （科目等履修生） 

第 49 条 本学の授業科目の履修を希望する者があるときは，本学の教育に支障の

ない限りにおいて科目等履修生として履修を許可することがある。 

２ 科目等履修生には，本学則第 22 条および第 23 条の規定を準用して単位を与え 

ることができる。 

３ 科目等履修生に関して必要な事項は別に定める。 

 （聴講生） 

第 50 条 本学の授業科目の聴講を希望する者があるときは，本学の教育に支障の

ない限りにおいて，選考のうえ，聴講生として許可することがある。 

２ 聴講生に関して必要な事項は別に定める。 

 （外国人留学生） 

第 51 条 外国人で大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を

志願する者があるときは，選考の上外国人留学生として入学を許可することが

ある。 

２ 外国人留学生について必要な事項は別に定める。 

 （長期履修学生） 

第 52 条  第９条の第１項に定める修業年限を超える一定の期間にわたり，授業科

目を履修することを目的として本学に入学を志願するものがあるときは，選考

の上長期履修学生として入学を許可する。 

２ 長期履修学生に関して必要な事項は別に定める。 

      第 11 章 懲戒および賞 

 （懲 戒） 

第 53 条 本学の規則に違反し，または学生としての本分に反する行為をした者は， 

 教授会の議を経て学長はこれを懲戒する。 

（懲戒の種類） 

第 54 条 懲戒の種類は譴責・停学・退学とする。 

２ 前項の退学は次の各号の一に該当する学生に対して行う。 

 (１) 性行不良で改善の見込がないと認められる者 

 (２) 学力劣等で成業の見込がないと認められる者 

学則 - 9



 (３) 正当な理由がなく出席が常でない者 

 (４) 学内の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者 

  （賞） 

第 55 条 学生で品行方正・学術優秀な者または学生の模範となるべき行いをした

者は，教授会の議を経て学長はこれを賞する。 

      第 12 章 付属施設 

 （付属施設） 

第 56 条 本学に次の付属施設を置く。 

 (１)  図書情報センター 

 (２) 体育館 

 (３) 学生寮 

２ 前項の各付属施設に関する事項は別に定める。 

      第 13 章 公開講座 

 （公開講座） 

第 57 条 本学は，教授会の議を経て，学術の理論と応用に関する知識・技術等を

普及するため公開講座を随時に開催する。 

２ 公開講座に関する科目・聴講料等はその都度これを定める。 

      第 14 章 特別の課程 

 （特別の課程） 

第 58 条 本学は，教授会の議を経て，学校教育法第１０５条及び学校教育法施行

規則第１６４条に規定する特別の課程として本学の学生以外の者を対象とした

履修証明プログラムを編成し，これを修了した者に対し，修了の事実を証する証

明書を交付するものとする。 

２ 前項に定めるもののほか，履修証明プログラムに関して必要な事項は別に定め

る。 

      第 15 章 基礎教育センター 

  （基礎教育センター） 

第 59 条 本学に基礎教育センターを置く。 

２ 基礎教育センターに関して必要な事項は別に定める。 

第 16 章 名古屋文理 食と栄養研究所 

  （名古屋文理 食と栄養研究所） 

第 60 条 本学に名古屋文理 食と栄養研究所を置く。 

２ 名古屋文理 食と栄養研究所に関して必要な事項は別に定める。 

第 17 章 地域連携センター 

  （地域連携センター） 

第 61 条 本学に地域連携センターを置く。 

２ 地域連携センターに関して必要な事項は別に定める。 

第 18 章 学則の改廃 

  （学則の改廃） 

第 62 条 この学則の改廃は，教授会の意見を聴いて学長が承認し，理事会が行う。 
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   附 則  

本学則は, 平成１１年４月１日から施行する。 

附 則  

本学則は, 平成１４年４月１日から施行する。 

附 則  

本学則は, 平成１５年４月１日から施行する。 

附 則  

本学則は, 平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

１．本学則は平成１７年４月１日から施行する。 

２．平成１７年４月１日から情報文化学部情報文化学科および社会情報学科の学生  

募集を停止する。 

  なお，当該学科は在学する者がいなくなるまで存続するものとし，教育課程に  

関する規定は従前によるものとする。 

３．第５条の規定にかかわらず平成１７年４月１日から平成２０年３月３１日まで 

 の間においては，学部名，学科名，入学定員，収容定員は次の通りとする。 

 

    附 則 

本学則は, 平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

本学則は, 平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則 

本学則は, 平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則 

１．本学則は, 平成２２年４月１日から施行する。 

２．情報文化学部社会情報学科は，当該学科に在籍する者がいなくなったため，平

成２２年３月３１日をもって廃止する。 

   附 則 

１．本学則は，平成２４年４月１日から施行する。 

２．情報文化学部情報メディア学科およびＰＲ学科は，平成２４年４月１日から

学生募集を停止し，在学生の卒業を待って廃止する。なお，情報文化学部は，

在学する者がいなくなるまで存続するものとし，教育課程に関する規定は従前

によるものとする。 
３．第５条の規定にかかわらず平成２４年４月１日から平成２７年３月３１日まで 

の間においては，学部名，学科名，入学定員，収容定員は次の通りとする。 

 

学 部 学 科 
平成17年度 平成18年度 平成19年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

情報文化学部 

情報文化学科 ０ ３８０ ０ ２６０ ０ １３０ 

社会情報学科       ０ ３８０ ０ ２６０ ０ １３０ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 １８０ １８０ １８０ ３６０ １８０ ５４０ 

健康生活学部 
健康栄養学科       ８０ ２４０ ８０ ３２０ ８０ ３２０ 

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科       ７０ ７０ ７０ １４０ ７０ ２１０ 

合  計 ３３０ １２５０     ３３０ １３４０     ３３０ １３３０     
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   附 則 

１．本学則は，平成２５年４月１日から施行する。 

２．情報文化学部情報文化学科は，当該学科に在籍する者がいなくなったため，平

成２５年３月３１日をもって廃止する。 

   附 則 

１．本学則は，平成２５年５月１日から施行する。 

   附 則 

１．本学則は，平成２７年４月１日から施行する。 

２．情報文化学部ＰＲ学科は，当該学科に在籍する者がいなくなったため，平成 

２７年３月３１日をもって廃止する。 

   附 則 

１．本学則は，平成２８年４月１日から施行する。 

   附 則 

１．本学則は, 平成３１年４月１日から施行する。 

２．第５条の規定にかかわらず平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日まで 

の間においては，学部名，学科名，入学定員，収容定員は次の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

１．入学定員欄の( )内の数字は、第３年次編入学定員で外数である。 

 

   附 則 

本学則は，令和２年４月１日から施行する。 

   附 則 

本学則は，令和２年４月２３日から施行する。 

   附 則 

１．本学則は, 令和２年９月１２日から施行する。 

２．情報文化学部情報メディア学科は，当該学科に在籍する者がいなくなったため，

令和２年９月１１日をもって廃止する。 

   附 則 

学 部 学 科 
平成24年度 平成25年度 平成26年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

健康生活学部 
健康栄養学科       ８０ ３２０ ８０ ３２０ ８０ ３２０ 

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科       ７０ ２８０ ７０ ２８０ ７０ ２８０ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学部 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 １００ １００ １００ ２００ １００ ３００ 

情報文化学部 
情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 ０ ３００ ０ ２００ ０ １００ 

ＰＲ学科 ０ ２４０ ０ １６０ ０ ８０ 

合  計 ２５０ １２４０ ２５０ １１６０ ２５０ １０８０ 

学 部 学 科 
平成31年度 

入学定員 収容定員 

健康生活学部 
健康栄養学科       （２）８０ ３２２ 

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科       ７０ ２８０ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学部 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 １００ ４００ 

合  計 （２）２５０ １００２ 
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１．本学則は, 令和３年４月１日から施行する。 

２．改正後の第１２条の２の規定については、令和３年４月１日入学者から適用す

ることとし、令和３年４月１日以前の入学者は従前の通りとする。 

   附 則 

１．本学則は, 令和４年４月１日から施行する。 

２．改正後の第１２条の規定については、令和４年４月１日入学者から適用するこ

ととし、令和４年４月１日以前の入学者は従前の通りとする。 

     附 則 

１．本学則は, 令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

１．本学則は, 令和６年４月１日から施行する。 

２．第５条の規定にかかわらず令和６年４月１日から令和８年３月３１日までの間

においては，入学定員，収容定員は次の通りとする。 

備考 

１．入学定員欄の( )内の数字は、第３年次編入学定員で外数である。 

学 部 学 科 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

健康生活学部 
健康栄養学科       (２)８０ ３２４ (２)８０ ３２４ (２)８０ ３２４ 

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科       ７０ ２８０ ７０ ２８０ ７０ ２８０ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学部 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 (２)１２０ ４２２ (２)１２０ ４４４ (２)１２０ ４６４ 

合  計 (４)２７０ １０２６ (４)２７０ １０４８ (４)２７０ １０６８ 
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別表第一 

健康生活学部 

（１）基礎教育科目 

     区 分 

学 科 
授 業 科 目 

単  位  数 卒業要件 

単 位 数 
備  考 

必 修 選 択 
 
健康栄養学科         

 
哲学 

心理学 

人間関係論 

現代日本史 

日本語力Ⅰ 

日本語力Ⅱ 

海外事情 

海外研修Ⅰ 

海外研修Ⅱ 

法学 

日本国憲法 

経済学 

経営学 

社会学 

数的処理Ⅰ 

数的処理Ⅱ 

自然科学Ⅰ(生物学) 

自然科学Ⅱ(化学) 

基礎理化学実験 

生物特論 

統計学 

プラクティカル･イングリッシュⅠ 

プラクティカル･イングリッシュⅡ 

プラクティカル･イングリッシュⅢ 

プラクティカル･イングリッシュⅣ 

フランス語Ⅰ 

フランス語Ⅱ 

中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

スポーツ科学 

スポーツⅠ 

スポーツⅡ 

アウトドアスポーツⅠ 

アウトドアスポーツⅡ 

情報リテラシー 

ＩＣＴ基礎 

地域の課題 

フレッシュマンセミナー(健康栄養) 

キャリアデザインⅠ 

キャリアデザインⅡ 

総合科目Ａ 

総合科目Ｂ 

 
 

 

 

 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

２ 

１ 

１ 

 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

２ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０単位以上 

 
卒業要件 

 基礎教育科目30単位以上 

 専門教育科目82単位以上 

 基礎教育科目､専門教育科目 

 いずれかから12単位以上 

 合計 124単位以上 
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     区 分 

学 科 
     

授 業 科 目 
  単  位  数  卒業要件 

 単 位 数 
   

備  考  必 修  選 択  
フードビジネス学科 

 
哲学 

芸術 

心理学 

人間関係論 

現代日本史 

海外事情 

海外研修Ⅰ 

海外研修Ⅱ 

日本国憲法 

法学 

経済学 

経営学 

社会学 

自然科学Ⅰ 

自然科学Ⅱ 

統計学 

プラクティカル･イングリッシュⅠ 

プラクティカル･イングリッシュⅡ 

プラクティカル･イングリッシュⅢ 

プラクティカル･イングリッシュⅣ

フランス語Ⅰ 

フランス語Ⅱ 

中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

健康と栄養 

スポーツ科学 

スポーツⅠ 

スポーツⅡ 

アウトドアスポーツⅠ 

アウトドアスポーツⅡ 

地域の課題 

ボランティア活動 

情報リテラシー 

ＩＣＴ基礎 

プレゼンテーション 

フレッシュマンセミナーⅠ 

フレッシュマンセミナーⅡ 

基礎演習Ⅰ 

基礎演習Ⅱ 

日本語力Ⅰ 

日本語力Ⅱ 

数的処理Ⅰ 

数的処理Ⅱ 

キャリアデザインⅠ 

キャリアデザインⅡ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  
２ 

 ２ 

 ２ 

  ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

  ２ 

 ２ 

 ２ 

 

 

 ２ 

 ２ 

  ２ 

  ２ 

  ２ 

  ２ 

 ２ 

 ２ 

 

  ２ 

  １ 

  １ 

  １ 

  １ 

 ２ 

  ２ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０単位以上 

 
卒業要件 

 基礎教育科目30単位以上 

 専門教育科目82単位以上 

 基礎教育科目､専門教育科目 

 いずれかから12単位以上 

 合計 124単位以上 
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（２）専門教育科目  

      区 分 

学 科 
授 業 科 目 

単  位  数 卒業要件 

単 位 数 
備  考 

必 修 選 択 
 
健 康 栄 養 学 科         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
公衆衛生学 
健康管理概論 
社会福祉概論 
看護・介護学概論 
解剖生理学Ⅰ 
解剖生理学Ⅱ 
解剖生理学実験Ⅰ 
解剖生理学実験Ⅱ 
生化学Ⅰ 
生化学Ⅱ 
生化学実験 
栄養生化学 
栄養生化学実験 
運動生理学 
病気の成り立ちⅠ 
病気の成り立ちⅡ 
病気の成り立ちⅢ 
食品学Ⅰ 
食品学Ⅱ 
食品学実験Ⅰ 
食品学実験Ⅱ 
加工食品学 
食品衛生学 
食品衛生学実験 
調理学 
調理学実験 
調理学実習Ⅰ 
調理学実習Ⅱ 
栄養学Ⅰ 
栄養学Ⅱ 
基礎栄養学実験 
ライフステージ栄養学Ⅰ 
ライフステージ栄養学Ⅱ 
ライフステージ栄養学Ⅲ 
スポーツ栄養論 
ライフステージ栄養学実習 
栄養教育論Ⅰ 
栄養教育論Ⅱ 
栄養教育論Ⅲ 
栄養教育実習Ⅰ 
栄養教育実習Ⅱ 
カウンセリング実習 
病態栄養学Ⅰ 
病態栄養学Ⅱ 
臨床栄養管理論Ⅰ 
臨床栄養管理論Ⅱ 
臨床栄養管理実習Ⅰ 
臨床栄養管理実習Ⅱ 
栄養疫学 
公衆栄養学 
公衆栄養学実習 
給食経営管理学 
給食実務論 
フードシステム論 
給食経営管理実習Ⅰ 
給食経営管理実習Ⅱ 
総合演習Ⅰ 
総合演習Ⅱ 
臨地実習Ⅰ 
臨地実習Ⅱ 
臨地実習Ⅲ 
卒業演習Ⅰ 
卒業演習Ⅱ 

 
２ 
２ 
２ 
 
２ 
２ 
１ 
１ 
２ 
２ 
１ 
２ 
１ 
 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
２ 
２ 
１ 
２ 
１ 
１ 
１ 
２ 
２ 
１ 
２ 
２ 
２ 
 
１ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
２ 
２ 
１ 
 
２ 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
２ 
２ 

 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
２ 
 
１ 
１ 
１ 
 
２ 
１ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８２単位以上 
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      区 分 

学 科 
授 業 科 目 

単  位  数 卒業要件 

単 位 数 
備  考 

必 修 選 択 
 
フードビジネス学科 

 
フードビジネス学入門 
簿記 
食品学Ⅰ 
フードスペシャリスト論 
調理学 
調理学実習 
デザイン基礎 
食品学Ⅱ 
食社会学 
商学 
企業会計 
デザイン応用 
食品学実験 
フードコ−ディネート論 
フードサービス論Ⅰ 
ホスピタリティ論 
食文化論 
マーケティング論 
食品流通論 
食品表示制度 
栄養学 
食品安全学 
フードコ−ディネート実習 
ヒューマンリソースマネジメント 
国際商取引 
広告論 
加工食品学 
フードサービス論Ⅱ 
統計処理 
商品開発Ⅰ 
食とデザインⅠ 
カフェ・レストランプロデュースⅠ(実習) 
食品貿易論 
リスクマネジメント 
リテールマーケティング 
アグリビジネス 
製菓実習 
商品開発Ⅱ 
食とデザインⅡ 
カフェ・レストランプロデュースⅡ 
消費行動論 
会社法 
食品官能評価 
フードビジネス･イングリッシュⅠ 
チェーンストアシステム 
食品衛生学 
フードプランニング 
応用フードコーディネート実習 
食品産業論 
応用フードコーディネート論 
ビジネスコラボレーション 
フードビジネス･イングリッシュⅡ 
フードビジネス･イングリッシュⅢ 
専門演習Ⅰ 
専門演習Ⅱ 
卒業演習Ⅰ 
卒業演習Ⅱ 
卒業研究 
国際会計 
インターンシップⅠ 
インターンシップⅡ 
フードビジネス特別講義Ⅰ 
フードビジネス特別講義Ⅱ 
フードビジネス特別演習Ⅰ 
フードビジネス特別演習Ⅱ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

２ 
２ 
 
 
 
 
 

２ 
２ 
 

２ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 
 
 
 
 
 

２ 
 
 
 
 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

１ 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
 
 

２ 
 

２ 
 
 
 
 

１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
２ 
２ 
２ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 
 
 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８２単位以上 
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別表第二 
情報メディア学部 

（１）基礎教育科目 

        区 分 

学 科 
授 業 科 目 

単  位  数 卒業要件 

単 位 数 
備  考 

必 修 選 択 
 
情報メディア学科         

 
哲学 

芸術 
心理学 
人間関係論 
現代日本史 
海外事情 
海外研修Ⅰ 
海外研修Ⅱ 
日本国憲法 
法学 
経済学 
経営学 
社会学 
自然科学Ⅰ 
自然科学Ⅱ 
統計学 
プラクティカル･イングリッシュⅠ 
プラクティカル･イングリッシュⅡ 
プラクティカル･イングリッシュⅢ 
プラクティカル･イングリッシュⅣ 
フランス語Ⅰ 
フランス語Ⅱ 
中国語Ⅰ 
中国語Ⅱ 
韓国語Ⅰ 
韓国語Ⅱ 
健康と栄養 
スポーツ科学 
スポーツⅠ 
スポーツⅡ 
アウトドアスポーツⅠ 
アウトドアスポーツⅡ 
地域の課題 
ボランティア活動 
情報リテラシー 
ＩＣＴ基礎 
フレッシュマンセミナーⅠ 
フレッシュマンセミナーⅡ 
基礎演習Ⅰ 
基礎演習Ⅱ 
日本語力Ⅰ 
日本語力Ⅱ 
数的処理Ⅰ 
数的処理Ⅱ 
キャリアデザインⅠ 
キャリアデザインⅡ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
２ 
２ 
１ 
１ 
２ 
２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

  
２ 

 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
 ２ 
  ２ 
 ２ 
 ２ 
 
 
 ２ 
 ２ 
  ２ 
  ２ 
  ２ 
  ２ 
 ２ 
  ２ 
 
 ２ 
  １ 
  １ 
  １ 
  １ 
 ２ 
  ２ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３６単位 

 
卒業要件 

 基礎教育科目36単位 

 専門教育科目36単位 

 基礎教育科目､専門教育科 

目のいずれかから52単位 

以上 

 合計 124単位以上 
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（２）専門教育科目 
     （専門基礎科目） 

       区 分 

 学 科 
授 業 科 目 

単  位  数 卒業要件 

単 位 数 
備  考 

必 修 選 択 
 
情報メディア学科         

 
プログラミング入門 

情報学概論 

情報メディア論 

プログラム演習Ⅰ 

ＩＴマネジメント 

情報処理演習 

情報と社会 

情報管理 

ＩＴストラテジ 

ソフトウェア基礎 

情報と職業 

データサイエンス 

情報倫理 

情報と教育 

人工知能 

アート＆デザイン演習 

基本情報技術 

情報メディア特別演習Ⅰ 

情報メディア特別演習Ⅱ 

インターンシップ 

専門演習Ⅰ 

専門演習Ⅱ 

卒業演習Ⅰ 

卒業演習Ⅱ 

ＩＴパスポート 

  
２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 
 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

２ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     （専門科目） 

        区 分 

 学 科 
授 業 科 目 

単  位  数 卒業要件 

単 位 数 
備 考 

必 修 選 択 
 
情報メディア学科         情

報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス 

 
情報システム入門 
情報基礎理論 
プログラム演習Ⅱ 
アルゴリズムとデータ構造 
Ｗｅｂプログラミング 
メディア情報技術 
コンピュータネットワークⅠ 
ゲームプログラミング 
システム開発論 
データベース 
プログラム演習Ⅲ 
サウンドプログラミング 
コンピュータネットワークⅡ 

プログラム演習Ⅳ 
知識情報学 
モバイル情報論 

  
２ 
２ 
２ 
２ 
 

２ 
２ 
 

２ 
２ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

２ 
 
 

２ 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
所属するコース
以外の必修及び
選択科目を修得
した場合は選択
科目の単位とし
て取り扱う。 
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     （専門科目）つづき 

        区 分 

 学 科 
授 業 科 目 

単  位  数 卒業要件 

単 位 数 
備 考 

必 修 選 択 
  
情報メディア学科         映

像
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス 

 
デジタルアート入門 
アニメーション 
ＣＧ基礎 
映像制作演習Ⅰ 
映像史とアーカイブ 
色彩学 
映像制作演習Ⅱ 
ＣＧ演習 
写真技術 
映像加工技術 
ドキュメンタリー・シナリオ 
ＣＭ制作 
マルチメディア 
メディアアート  
ドキュメンタリー演習 
放送・配信論 

  
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 
 

２ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 
２ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

           
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３６単位 

 
所属するコース
以外の必修及び
選択科目を修得
した場合は選択
科目の単位とし
て取り扱う。 
 

 

サ
ウ
ン
ド
制
作
コ
ー
ス 

 
デジタルサウンド入門 
ＭＩＤＩ制作演習Ⅰ 
音響実務 
ＭＩＤＩ制作演習Ⅱ 
音楽理論 
音響学 
聴能・音感演習 
サウンドクリエーション 
照明技術 
音響制作演習 
サウンドプログラミング 
マルチメディア 
サウンドプロダクション 
レコーディング演習 
舞台制作 
放送・配信論 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

 
メディアデザイン入門 
グラフィックデザイン 
メディアデザイン演習Ⅰ 
色彩学 
Ｗｅｂプログラミング 
ＣＧ基礎 
メディアデザイン演習Ⅱ 
Ｗｅｂデザイン 
ＣＡＤ 
メディア文化論 
マルチメディア 
デジタルファブリケーション 
Ｗｅｂ解析 
ドキュメンタリー・シナリオ 
暮しとデザイン 
ドキュメンタリー演習 

  
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

２ 
２ 
 
 

２ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

２ 
 
 

２ 
２ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
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別表第三 

教職課程に関する科目 

（１）健康生活学部健康栄養学科（栄養教諭一種免許状） 

  ①栄養に係る教育に関する科目 

授 業 科 目 
単 位 数 要 修 得 

単 位 数 
備 考 

必 修 選  択 
 
学校食教育論 
学校栄養教育論 

 
２ 

２ 

  
 

 
２ 

２ 

 
 

   ②教育の基礎的理解に関する科目等 

授 業 科 目 
単 位 数 要 修 得 

単 位 数 
備 考 

必 修 選  択 
 
教育原理 
教師論 
教育の制度と経営 
教育心理学 
特別支援教育 
教育課程論 
道徳教育 
特別活動・総合的な学習の時間 
教育の方法と技術(情報通信技術の活
用含む) 
生徒指導論 
教育相談論 
栄養教育実習指導 
栄養教育実習 
教職実践演習(栄養教諭) 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
 

２ 
２ 
１ 
１ 
２ 

  
 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
 

２ 
２ 
１ 
１ 
２ 

 
 

 

（２）情報メディア学部情報メディア学科（高等学校教諭一種免許状(情報)） 

   ①教科及び教科の指導法に関する科目 

授 業 科 目 
単 位 数 要 修 得 

単 位 数 
備 考 

必 修 選  択 
 
情報と社会 
情報倫理 
情報学概論 
ソフトウェア基礎 
プログラミング入門 
情報処理演習 
情報管理 
データベース 
アルゴリズムとデータ構造 
知識情報学 
コンピュータネットワークⅠ 
コンピュータネットワークⅡ 
モバイル情報論 
マルチメディア 
デジタルアート入門 
Ｗｅｂデザイン 
情報と職業 
情報と教育 
情報科教育法Ⅰ 
情報科教育法Ⅱ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

  
 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
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②教育の基礎的理解に関する科目等 

授 業 科 目 
単 位 数 要 修 得 

単 位 数 
備 考 

必 修 選  択 
 
教育原理 

教師論 

教育の制度と経営 

教育心理学 

特別支援教育 

教育課程論 

総合的な学習の時間の指導法 

特別活動論 

教育の方法と技術(情報通信技術の活

用含む) 
生徒進路指導論 

教育相談論 

教育実習指導 

教育実習 

教職実践演習(高校) 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

  
 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 
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学則変更事項について 

 

 

１，学則変更（入学定員及び収容定員変更）の内容 

 令和６年度名古屋文理大学学則第５条の「収容定員」の記載を次の通り変更する。 

  

  ・情報メディア学部情報メディア学科の入学定員及び収容定員の変更 

    入学定員を 100名から 120名とし、また新たに「編入学定員３年次２名」を設け、

４年間の収容定員を 400名から 484名とする。 

 

２，学則変更に伴う入学定員及び収容定員変更 

  

・情報メディア学部情報メディア学科 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和8年度 令和9年度 

入学定員 １００ １２０ １２０ １２０ １２０ 

3年次編入学定員 ０ ２ ２ ２ ２ 

収容定員 ４００ ４２２ ４４４ ４６４ ４８４ 

 

以 上 

学則 - 23



名古屋文理大学学則一部改正(案)新旧対照表 

新 旧 

第１章 総 則 

（名 称） 

第１条  本学は，名古屋文理大学と称する。 

第２条 ～ 第４条   (省略) 

第５条 前条の学部学科の収容定員は，次の通りとする。 

附 則  （省略） 

  附 則 

１．本学則は, 令和６年４月１日から施行する。 

２．第５条の規定にかかわらず令和６年４月１日から令和８年３月３１日までの間においては，入学定員，収容定員

は次の通りとする。 

備考 

１．入学定員欄の( )内の数字は、第３年次編入学定員で外数である。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

（３年次） 
収容定員 

健康生活学部 
健康栄養学科       ８０ ２ ３２４ 

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科      ７０ ― ２８０ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学部 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 １２０ ２ ４８４ 

合  計 ２７０ ４ １０８８ 

学 部 学 科 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

健康生活学部 
健康栄養学科       (２)８０ ３２４ (２)８０ ３２４ (２)８０ ３２４ 

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科      ７０ ２８０ ７０ ２８０ ７０ ２８０ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学部 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 (２)１２０ ４２２ (２)１２０ ４４４ (２)１２０ ４６４ 

合  計 (４)２７０ １０２６ (４)２７０ １０４８ (４)２７０ １０６８ 

     第１章 総 則 

（名 称） 

第１条  本学は，名古屋文理大学と称する。 

第２条 ～ 第４条   (省略) 

第５条 前条の学部学科の収容定員は，次の通りとする。 

附 則 （省略） 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

（３年次） 
収容定員 

健康生活学部 
健康栄養学科       ８０ ２ ３２４ 

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科      ７０ ― ２８０ 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学部 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 １００ ― ４００ 

合  計 ２５０ ２ １００４ 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

１，学則変更（入学定員及び収容定員変更）の内容 

令和６年度名古屋文理大学学則第５条の「収容定員」の記載を次の通り変更する。 

・情報メディア学部情報メディア学科の入学定員及び収容定員の変更

入学定員を 100名から 120名とし、また新たに「編入学定員３年次２名」を設け、

４年間の収容定員を 400名から 484名とする。 

２，学則変更（入学定員及び収容定員変更）の必要性 

（１）入学定員及び収容定員変更 

〇情報メディア学部情報メディア学科 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

入学定員 １００ １２０ １２０ １２０ １２０ 

3年次編入学定員 ０ ２ ２ ２ ２ 

収容定員 ４００ ４２２ ４４４ ４６４ ４８４ 

（２）情報メディア学科の入学定員及び編入学定員設定の必要性 

本学では、令和 4年度に発表した「文理中長期戦略プラン BSP-15 第 3期計画」におい

て、「ICT・AI 技術の発展による教育のデジタル化に対応した教育手法の開発・推進及び DX 

に対応した教育内容の変容」、「持続可能な大学経営を実現するための教育組織の改編」、「学

生募集における新たなマーケットへのチャレンジ」および「本学の主領域である食・栄養・

情報を融合した教育」、「大学院開設を目指した研究力の向上」を挙げ、教育の情報化・DXの

推進と学科の垣根を越えた新しい教育の創造、そして多様な学生の受け入れを推進するこ

とが謳っている。 

「ICT・AI 技術の発展による教育のデジタル化に対応した教育手法の開発・推進及び DX 

に対応した教育内容の変容」では、情報メディア学科が本学の中でも重要な役割を担い、学

科として対応できる情報技術の深化や教育のデジタル化、IT・AI 人材の育成などが求めら

れている。このためには、情報メディア学科において、さらなる教育コンテンツの充実が必

要であり、今ある学科の資産を最大限活かすとともに、新たな資源の充実とともに、それを

予算的にも支えられる学生の在籍が必要である。 

また、中期計画の中でも、学園全体の方向性として、「リモート教育の拡大」が謳われて

おり、オンラインでの教育が十分な学修成果とともにより効果的に実施できるように体制

を整えたいと考えている。この体制が整うことにより、受け入れられる学生の数も増加する

ものと考えられる。 

「持続可能な大学経営を実現するための教育組織の改編」においては、短期大学部での定
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員を、近年の志願者の傾向から若干整理することによって充足率を上げるとともに、AI・デ

ータサイエンス分野の需要が現状のみならず、将来に向けても見込めることから、この分野

を充実させることによって、経営の安定化を図りたいと考えている。将来的には、さらに新

たな部門の新設も視野に入れており、今回の定員変更はその第一ステップである。 

「学生募集における新たなマーケットへのチャレンジ」においては、中期計画において、

外国人、社会人を含む多様な入学者を受け入れることとしている。情報メディア学科では、

令和 4年度よりスタートしたコース制度において「情報システムコース」、「映像メディアコ

ース」、「サウンド制作コース」、「メディアデザインコース」の 4 つのコースを設定してい

る。学生は、これらのコースを選択してその内容に習熟するとともに、他のコースの学修内

容についても選択科目として学び、また、学生プロジェクト活動を通して、コースを越えた

協働による学修を行っている。情報メディア学科のカリキュラムにおいては、極端に特定の

分野に特化して学ぶのではなく、スペシャリストでありながら、広く他分野に通じる複合ス

キルを身につけた人材の育成を行っている。

こうした学修内容は、結果として多様な分野に関心を持つ学生が集まり、そうした多様な

受験生が情報メディア学科を志願することにつながっている。これらの学生の需要に応え

るため、カリキュラムにも多彩な専門分野の学修が盛り込まれている。このカリキュラムに

沿った学修を実現するのに最適な環境のため、適正な学生数を設定したいと考えている。 

「本学の主領域である食・栄養・情報を融合した教育」、「大学院開設を目指した研究力の

向上」では、本学各学科の専門性を活かし、それらを融合した分野の大学院開設を目指して

いる。その中でも、AI やデータサイエンスは重要な柱となるため、情報メディア学科にお

ける基盤もより充実させておきたいところである。 

一方、入試における志願者の状況を顧みると、入試改革による一時的な志願者増は一段落

ついたものの、情報メディア学科は依然として相当数の志願者を確保しており、現定員の入

学者数とするため、一部の入試区分では必要以上に厳しい選抜を余儀なくされている状況

である。特に総合型選抜などの専願の入試区分においても、一部厳しい選抜を避けられない。

本学への入学を強く希望する志願者に対して、十分学力のある場合は積極的に受け入れて

いきたいと考えている。一般選抜においても、連携校や中堅の進学校から多く受験している

が、現入学定員を守るために、一部の区分では大変厳しい選抜を行っている。一般選抜にお

いても、学力が十分ある場合は、できるだけ積極的に受け入れるようにするとともに、こう

した進学校からの志願者を確保することは、少子化の進んだ将来における経営基盤を安定

させることにつながると考える。 

また、編入学は定員を充足していない場合に受け入れることを従来行っていたが、近年定

員を超えた入学者となっており、編入学の受け入れを何年も行っていない。しかし、一部の

情報系専門学校の学生などから問い合わせや編入学の希望があり、本学としても編入学を

制度化することとしたい。中には、本学への入学がかなわず、専門学校などへ進学したもの

の、そこでの学びを通じてやはり本学へ入学したいと考える学生の存在が推測され、実際、
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一部の学生からそのような経緯があることを確認している。本学情報メディア学科の学び

は、前述のように、多様な専門分野に触れられるという特徴があり、一般的な情報の技能を

身につけたあと本学での専門的な学びを希望する学生を幅広く受け入れたい。 

さらに、同様の理由により、社会人となってから学び直したいという需要にも、こうした

制度を通じて応えたいと考えている。社会人の学修については、前述のリモート教育を充実

させることで、学習時間の自由度を高め、働きながら学ぶことが少しでも容易となるように

学習環境を整備したいと考えている。 

以上により、入学定員増および編入学定員設定によって、情報メディア学科の学修基盤を

充実し、より多くの多様な学生の需要に応えていくことができるようになると考える。 

３．学則変更（入学定員及び収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

（１）情報メディア学科の教育課程の変更内容について 

情報メディア学科の教育課程は、「基礎教育科目」、「専門教育科目」によって編成して

いるが、今回の収容定員の変更では、教育課程の変更を意図するものではないことから、

現行の教育課程を適用する。【資料１】なお、「基礎教育科目」については、各学科共通科

目も設定されているが、基本的には本学各学科独自の教育課程及び授業時間割を編成し

ており、入学定員及び編入学定員が変更されても他学科教育課程には影響はない。 

また、講義科目については、定員を収容するに十分な教室を持ち特段問題はないが、情

報系の実習室においては、他学部の使用頻度の低い情報実習室も活用することにより、変

更前と比しても学生指導に関して問題はなく、教育の質は十分確保されるものとなる。 

（２）情報メディア学科の教育方法及び履修指導方法の変更内容について 

 情報メディア学科の卒業要件及び履修方法は、必修科目を含めて、「基礎教育科目」か

ら 36単位以上、「専門教育科目」から 36単位以上、両者の選択科目から 52単位以上、合

計 124単位以上を修得することとしている。 

  入学定員が増加することによる教室の収容人数には余裕を持ち、特段問題はない。情報

系の実習室においては、他学部の使用頻度の低い情報実習室も活用することにより、変更

前と比しても学生指導に関して問題はない。また、教育方法及び履修指導方法に特段変更

はない。 

編入学受入れに伴う既修得単位の認定については、過去の編入学実績モデルを例にと

ると、編入学前の教育機関での履修体系を尊重し、本学での教育目標の達成にふさわしい

履修が可能になるよう、そして、編入学後 2年間で無理なく卒業できるよう、基礎教育科

目及び専門教育科目から合計 62単位を卒業要件算入として単位を認定した。過去のモデ

ルケースを資料に添付した。【資料２】なお、過去の実績において、編入学後 2年を超え

て在学した編入学生はいない。 

  履修指導については、学生が卒業後の目標に向かって、体系的・計画的な履修計画を立
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てることができるように入学時や編入学オリエンテーション時及び各年度において、履

修ガイダンスをきめ細かく実施するとともに、フレッシュマンセミナーやゼミによる個

別指導を活用するなど手厚い履修指導を行っている。併せて、低学年から順次制のある学

修を促すべく、履修の手引き及び履修ガイダンスにおいて履修モデル（過去の編入学生の

実績例）【資料３】を提示するとともにシラバスやオフィスアワーの充実を図り、きめ細

やかな指導体制を整備している。 

  このことにより、編入学生のために教育方法及び履修指導方法を別途講ずることはな

いが、以上の取組みを継続して行うことにしており、収容定員増に伴う学生が増えても学

修支援体制を維持・向上することができると考える。 

 

（３）教員組織の変更内容について 

  令和５年度現在、情報メディア学科は教授 10 人、准教授 5 人、助教 3 人の計 18 人の

教員組織を編成している。 

  現状において、収容定員が増加した場合でも大学設置基準に定める教員数を上回って

おり、きめ細やかな教育が十分可能であると考える。従って収容定員増に伴う教員組織の

変更は行わないが、各教員の意識を高めるのはもちろんのこと、ステューデント・アシス

タント（ＳＡ）を積極的に活用するなどして、変更前と同等以上の教育の質を確保するよ

う努めることとしている。 

 

（４）大学全体の施設・設備の変更内容について 

  本学は愛知県稲沢市に設置しており、名鉄名古屋本線国府宮駅を最寄り駅として、同駅

からバスで 5分程度の場所にある。 

 本学には、健康生活学部、情報メディア学部の 2学部があり、キャンパス内には、講義

室・研究室棟に加えて、図書館棟、体育館棟、学生食堂等が設置されているＦＬＯＳ館が

ある。 

 研究室、講義室、演習室、実験室、実習室など各学部・学科の特色を生かした授業展開

が出来るよう設置している。特に、情報メディア学科では、音楽レコーディングやサウン

ド編集、映像制作が行える「レコーディングスタジオ」や「撮影スタジオ」等の施設設備

（及び関連する機器備品）を有しており、これらを有効活用し、教育環境として必要な施

設・設備については十分に整備されている。 

 以上により、大学全体の施設・設備については、入学定員及び編入学定員が設定され収

容定員が増えた場合でも、これまでと同等以上の教育研究を展開し、教育の質を十分に確

保することができると考える。 
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【資料１】
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【資料２】
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【資料３】
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著作権者の許諾が得られない書類等について 

 

１（書類等の題名） 

2023年度河合塾第１回共通テスト模試志望動向（情報）【資料 5】 

 

２（出典） 

河合塾 株式会社 KEI アドバンス 

 

３（その他の説明） 

上記資料を用いて近隣大学の志望動向状況について説明を行った。 

 

  



著作権者の許諾が得られない書類等について 

 

１（書類等の題名） 

リクルート進学総研マーケットレポート（2023年２月号）【資料６】 

 

２（出典） 

株式会社リクルート リクルート進学総研 

 

3（引用範囲） 

・リクルート進学総研マーケットリポート 2022 Vol.106  2023年２月号 １ページ目 

https://souken.shingakunet.com/research/pdf/202302_souken_report.pdf 

 

・【都道府県別：東海】18歳人口・進学率・地元残留率の動向 2022 

https://souken.shingakunet.com/research/2023/02/182022-7.html 

 

４（その他の説明） 

18 歳人口の全国的、地域的動向を説明するため、上記資料を用いて説明を行った。 
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5

( % ) ( % ) ( % ) ( % ) ( % )

84 84 83 98.8% 11307 79 79 78 98.7% 9469 80 80 80 100.0% 10102 72 70 69 98.6% 12037 99 98 98 100.0% 12687

65 64 63 98.4% 11209 49 49 48 98.0% 9374 62 59 58 98.3% 9991 63 61 61 100.0% 11940 75 74 74 100.0% 12014

149 148 146 98.6% 22516 128 128 126 98.4% 18843 142 139 138 99.3% 20093 135 131 130 99.2% 23977 174 172 172 100.0% 24701

117 115 110 95.7% 11287 102 102 97 95.1% 9451 97 90 86 95.6% 10078 94 90 86 95.6% 12096 80 75 75 100.0% 12193

117 115 110 95.7% 11287 102 102 97 95.1% 9451 97 90 86 95.6% 10078 94 90 86 95.6% 12096 80 75 75 100.0% 12193
266 263 256 97.3% 33803 230 230 223 97.0% 28294 239 229 224 97.8% 30171 229 221 216 97.7% 36073 254 247 247 100.0% 36894

304 3 2
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－ 学長
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景山　節

＜平成24年4月＞
理学博士

名古屋文理大学学長
名古屋文理大学短期大学部学長

（平成24年4月～令和6年3月）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。
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